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新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う自然環境に関する意識の変化 
Ｑ15 新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、以前に比べて自然環境に関する意識に

どのような変化がありましたか。次の中からいくつでもお選びください。 
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【調査結果の概要】 

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う自然環境に関する意識の変化について聞いた

ところ、「身近な屋外空間として公園や緑地の重要性を感じるようになった」（60.5％）

が約 6割で最も高く、以下、「新型コロナウイルス感染症は人獣共通感染症であることか

ら、人間と自然環境との適切な距離感について考えるようになった」（29.1％）、「家庭菜

園や市民農園で野菜を育てることに興味を持つようになった」（23.8％）などと続いてい

る。 

 
 

 
 
 
 
 

新型コロナウイルス感染症は海外由来であ
ることから、海外から持ち込まれる外来生物
に関心を持つようになった

身近な屋外空間として公園や緑地の重要性
を感じるようになった

新型コロナウイルス感染症は人獣共通感染
症であることから、人間と自然環境との適切
な距離感について考えるようになった

家庭菜園や市民農園で野菜を育てることに
興味を持つようになった

外出を自粛する中で、ペットを飼ったり野生
動物を見たりすることに癒しを求めるように
なった

その他

特に変化なし
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